
令和５年度妻中学校だより
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【生徒会長・濱松優菜さんのコメント】

コロナ禍のブランクがあって、実は総会は初の体験でし

た。うまく意見が吸い上げられない中、議長の菅原さんが

よくがんばってくれたし、会員の生徒もよく発言してくれ

て助かりました。いい総会になったと思います。

【議長・菅原安悠さんのコメント】 実は私はこれまで、あまり人前に出るような仕事をしてきませんでした。今回、担任の先

生に背中を押され議長という大役に挑戦しましたが、不安感からのスタートだったにもかかわらず、終わった後は大きな達成感を感じて

います。先生方にほめてもらったのも嬉しいです。率直な感想は「みんなの助けがあってこそ議論が成り立つのだと実感できたこと」。

そして自分が最もがんばったことは「下級生にも分かりやすいように、出た意見を自分なりに翻訳して伝えていったこと」です。

これまで人前に出てなかった私ですが、自分を過小評価していたような気もします。これを機会に「私にもできるんだ！」という自信

をもって、いろんなことに挑戦していくきっかけにしたいと思います。いい経験になりました。

施設や校則などについての改正要望について

生徒総会に合わせ、生徒の皆さんの学校生活に関する要望事項も出されました。これらの要望は、皆さんが「学校という一つの

社会」をよりよいものにするために必要なことであり、今後のキーワード「ウェルビーイング」につながることでもあります。

改正が可能な内容については可能な限り対応していきたいと思います。一方で校則に関しては、昨年度より「オール西都生徒会」による

校則検討委員会を立ち上げており、市内の全中学校で検討していくことになります。校内検討委員会での議論を経て、「６月１３日にオンラ

イン会議」、「７月２１日にオール西都校則検討委員会」が開催される予定です。皆さんも知っておいてください。
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この通信の著作権は妻中学校が有します。無断で文章・画像などの転載を禁じます。

本校では、４年ぶりの対面開催でした！

議長団や執行部も初体験で緊張したようです

発言の様子（上）

採決の様子（右）

生徒会長に感想を聞きました



ＰＴＡ環境整備・奉仕作業へのご協力ありがとうございました！
５月２１日（日）６：３０よりＰＴＡと生徒による

環境整備作業を行いました。コロナ禍以来久

しぶりの実施です。本校のグランドや校庭

は、痛みも激しく丁寧な手入れ作業が必要

なのですが、面積も広いため作業が欠かせ

ません。シルバー人材の方々による定期的

な環境整備に加え、今回のような奉仕作業

がとてもありがたいです。全体としては７７

％の出席率でした。参加してくださった皆さ

ん、ありがとうございました。

妻高校の先輩方から学びました！

一
度
止
ま
っ
て
み
る
こ
と

妻
中
へ
初
勤
務
し
た

日
、
と
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所｣｢
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所｣｢

③
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所｣｢
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所｣

。
高
校
三
年
間
に
お
い
て
は(

通

学
も
含
め)

時
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ど
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使
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と
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て
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